
国立六大学国際連携機構による交流のイメージ
業務業務
1.共同学生交流プログラムの実施
2.海外の有力大学連合との交流推進
3.国際化に資するための共同事業

海外の協定校交流の
飛躍的拡大
六大学間で協定校を共有化

国立六大学
国際連携機構国際連携機構

A大学

海外の有力大学連合等との交流 B大学

E大学

海外の有力海外の有力大学連合等との交流

アセアン大学ネットワーク(AUN)など
海外大学連合、大学コンソーシアムとの
国際アライアンスの形成

D大学

大学連合等
(AUNなど)

国立六大学が日本を代表する世界の大学間交流の拠点となることをめざす
C大学

D大学

【資料４】



将 来 構 想（想定される具体例）

短期留学交流や海外大学等との交流で培われたアライアンスをベースにして
本格的な連携を深め、戦略的な国際展開のための大学連携を促進し、グローバ
ル化を加速ル化を加速。

六大学間で海外の大学、大学コンソーシアム等
と連携しつつ 新たに共同教育プログラムを開発

六大学間で新たに、教員の海外派遣、教材の
提供等を含めた共同教育プログラムを開発し、と連携しつつ、新たに共同教育プログラムを開発

し、国内で実施

提供等を含めた共同教育プログラムを開発し、
それを海外の大学、大学コンソーシアム等と連
携して海外で実施

六大学 海外大学等ｱﾗｲｱﾝｽ 六大学 ｱﾗｲｱﾝｽ 海外大学等

教員派遣
教材提供など

教員派遣
教材提供など

国内共同教育プログラム 海外共同教育プログラム

（連携大学院など） （学位が取得できるコ スなど）（連携大学院など） （学位が取得できるコースなど）




